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Ｈ23年  日本水稲品質・食味研究会 

 第3回講演会 in にいがた 
  （共催：新潟大学農学部） 

１．日時： 平成23年11月13日（日）～14日（月） 

２．場所：新潟大学大学院自然科学研究科棟大会議室     
            （〒950-2181 新潟市西区五十嵐2の町8050） 

３．テーマ 
 

  

＜11月13日＞ 

 ○基調講演  9:00～11:30 （1講演30分） 

    三ツ井 敏明  ( 新潟大学農学部応用生物化学科・教授 ) 

             稲澱粉代謝関連酵素の細胞分子生物学と高温耐性稲の開発戦略 

    高橋 能彦  ( 新潟大学農学部 フィールド科学教育研究センター・教授 ) 

             新潟県における稲の高温障害とその防除対策 

    三浦 清之  ( 農研機構 中央農業総合研究センター・上席研究員 ) 

             良食味米および新形質米・超硬質米の育成 

    松江 勇次  ( 九州大学大学院農学研究院環境農学部門・特任教授 ) 

             米の品質向上こそ増収の道 

    森田 茂紀  （ 東京大学大学院農学生命科学研究科・教授 ） 

             水稲の収量・品質・食味のための登熟を支える根のデザイン 
 

 ○一般講演 13:00～17:00（1講演13+2分） 

    ●一般聴講者歓迎（予約不要） 

   参加費無料、ただし講演要旨集 

     購入の場合は1500円 
 

＜11月14日＞ 

 ○エクスカーション 9:00～12:00 

   新潟県の食品企業見学ほか 

    

 

 

       

    会   頭   ：松江勇次（日本水稲品質・食味研究会会長、九州大学 ）     

      実行委員長：大坪研一（ 同 副会長、新潟大学 ）     TEL：025-262-6360  

      事 務 局    ：尾形武文（ 同 事務局、福岡農総試 ）  TEL：092-924-2937 
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